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教授可能で確実に到達可能な学習目標を定め，基礎韓国語 1， 2 の共通教材の
内容を構成することが次の課題として掲げられることとなった。


















初回の 1997 年から 2010 年までは，韓国教育課程評価院が主管機関となっていた。
















































 7）2018 年度言語文化パンフレットの 1ページに掲載された内容の一部を抜粋した。
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3 ．基礎科目「韓国語 1」「韓国語 2」の共通教材の構成内容
　本稿の第 1章でも簡単に触れたように本学の韓国語教育カリキュラムに適し
た基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の共通教材開発のために行われた先行



























































た。その選定基準としては，Ⅰ（ 1 級）の評価内容となる約 800 程度の





（「韓国語 1」）にあたり，残る第 5 課から第 10 課までが後期分の授業内容（「韓
国語 2」）としてあてられる。従って，年間を通じて身につける学習語彙数は
計 656 個になるが，そのうち前期の「韓国語 1」で学ぶ語彙数は 343 個で，後
























































































겨울 방학에 뭐 할 거예요？
冬休みに何をする予定ですか。
休暇の予定を尋ねる 動詞表現② 31































リーズの中で Ⅰ（ 1 級）を到達目標にした「世宗韓国語 1」と「世宗
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　本編（いよいよ韓国語）の第 1課から第 10 課までの全体の構成内容につい































　本章では，初級レベルの Ⅰ（ 1 級・ 2 級）の評価基準と，基礎科目
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た，800 語程度の基礎的な語彙と基本文法を理解でき，簡単な文章を作れるレ































表 6　初級（ 1級・ 2級）の評価内容－文章のタイプ
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る。一部の専攻によっては，基礎科目「韓国語 1・ 2」に続いて「韓国語 3・
4」を必須として学ぶことになっているため，学部ごとのカリキュラムと個別
学生のニーズに合わせて対応しているのが現状である。しかし， 1 年や 2年の
学習に留まる言語教育を目指すのではなく，生涯を通して身につけていくべき




ると言える。さらには， 1 年や 2年で終わる言語教育ではなく，一生を通して
身に付けていくべき教育の基礎を担っているという教育機関としての意識の強
化も，今後続けて強調していくべき点であると考えられる。
　最後に， 1 年次の「韓国語 1」と「韓国語 2」に続いて， 2 年次で学ぶ基礎
科目「韓国語 3」と「韓国語 4」に関しても， 1 年次からの一貫した教授内容
で学習できるよう， 2 年次向け基礎科目の統合型共通教材の開発が急がれる。
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「付録 2」　韓国語教育の標準モデルでまとめられた初級レベルの文型項目一覧 
区　分 文 型 意 味
連結 거나
表現 게 되다










表現 ㄴ 것 같다，는 것 같다，은 것 같다
表現 ㄴ 지 2，은 지 2
表現 ㄴ 후에，은 후에，은 뒤에
転成 ㄴ 3，는 2，은 3 冠形詞形（現在）
転成 ㄴ 4，은 2 冠形詞形（過去）
連結 ㄴ데 1，는데 1，은데 1





表現 는 적이 있다，는 적이 없다
終結 니까，으니까，으니까요，으니까는，으니깐
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終結 다 3 基本形
表現 ㄹ 것 같다，을 것 같다
表現 ㄹ 것 1，을 것 1
表現 ㄹ 때，을 때
表現
ㄹ 수밖에 없다，을 수밖에 없다，을 수 없다，
을 수 있다，ㄹ 수 있다
表現 ㄹ 2，을 2
終結 ㄹ게，ㄹ게요，을게，을게요
表現 ㄹ까 보다，을까 보다
終結 ㄹ까，을까
表現 ㄹ까요，을까요
表現 러 가다，으러 가다
表現 러 오다，으러 오다
連結 러，으러









表現 아 보다，어 보다，여 보다
表現 아 있다，아 계시다，어 있다，여 있다
表現 아 주다，어 주다，여 주다
終結 아 3，야 3，어 2，여 2
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表現 아도 되다，어도 되다，여도 되다
連結 아서，어서，여서
表現 아야 되다，어야 되다，여야 되다











表現 가 아니다，이 아니다
助詞 가，이
助詞 과，와
助詞 까지 1 から，まで
助詞 께
助詞 께서
助詞 ㄴ 1，는 1，은 1
助詞 나 1，이나
不規則 ㄷ 불규칙














助詞 부터 , 서부터，에서부터
不規則 ㅅ 불규칙
助詞 서 1 1 人で
副詞 안
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